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財政援助出資団体に対する指導監督の基本方針（平成21年2
月改正）の具体的な取組の該当項目
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・新規番組受注　250万円
　市及び各種関係団体とのパイプ役を担うことにより、新規の番組出稿を獲得する。具体的には、TOKYO　INDIE　GAMES　SUMMITの開催を企画
する会社(株)Phoenixxから吉祥寺アンリミテッドの新規番組を獲得する。なお、これまでの実績として理事者、商工会議所会頭、観光機構理事長
への紹介並びに吉祥寺活性化協議会での企画説明などを行い、藤村学園や東急レイホテル関係者との関係を構築させた。
・新規イベント事業受注　100万円
　電通アメリカンフットボールチームのチアリーディングに活用してもらえるようにサンプラーを使用したPA（音響）を提案する。

財政援助出資団体に対する指導監督の基本方針（平成21年2
月改正）の具体的な取組の該当項目

JCBAサーバーシステムの変更があり過去の数値の把握ができない
ため。
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3,500

令和４年４月よりサイマルラジオを運営しているJCBAのサイマルシステムが変更された。目的はコンプライアンスの遵守とポータル
サイトのセキュリティ向上である。そのため、以前ではプレイヤー再生回数として同一ユーザーが複数回再生した場合、その回数毎
にカウントされる集計方式だったが、４月から同一ユーザーが複数回聴取してもユーザー数は１となる集計に変わった。以前は
TuneInなど様々なアプリケーションからアクセスできたが、楽曲などの著作権管理上の問題があった。そのため今後は月間リスナー
人数を指標として設定するものとする。ちなみに令和４年４月のリスナー数は5,637人である。

今までラジコやTuneInなど様々なアプリで聴いていたリスナーに、JCBA及びむさしのFMのホームページからアクセスできることを案内するととも
に、番組ごとの認知度向上を図るように、番組コンテンツをブラッシュアップしていく。
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外注費の削減（抑制）

（過去の実績についての説明）

財政援助出資団体に対する指導監督の基本方針（平成21年2
月改正）の具体的な取組の該当項目
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（過去の実績についての説明）
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令和２年度は子どもおやすみラジオの自社制作による委託料増や環境省補助金
事業の採択を受けたため、それぞれ外注費が増大した。

過 去 の 実 績

指

標

名

設

定

理

由

等

取

組

内

容

イベント事業が回復しつつある社会状況を踏まえ、令和３年度実績にプラスした目標値とした。

・前年同様、新型コロナウイルス感染症対策としてスタジオ収録を行わず、電話収録に変更しているため、ゲスト対応の必要がないミキサーを外
せる番組はパーソナリティ1名の体制にして外注費を削減する。
・番組で使用する音源を自社制作（数学ラジオ講座のテーマソング「ブラームスの大学祝典序曲」を打ち込みで制作）とする。
・決算時に支払う税理士費用を減額するように交渉する。
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（過去の実績についての説明）過 去 の 実 績

新型コロナウイルス感染症の影響によるイベント数の減少により売
上も減少となった。

営業利益を100万円以上にするために最低限必要な新規出稿の目標値を設定した。


